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松本 唯志†    吉高 淳夫† 

 
概要概要概要概要  複数の属性を持つデータを参照する際に、個々の属性に注目して類似するデータを探す

場合がある。このとき、データの全ての属性について個々に類似するデータを参照することは少

なく、属性の代表的な値や稀にしか見られない特殊な値という特徴的な値をとる属性のみに注目

して、類似するデータを探すことが多い。そこで本研究では、属性ごとにクラスタリングした結

果からデータごとに特徴的な属性を検出し、その属性について類似するデータを関連付ける。ま

た、それらの属性の中で関連が強い属性については統合を行い、統合した属性についてデータの

関連付けを行う。このデータの関連付けにより、データの特徴的な属性について類似するデータ

の参照を容易にする。 

    
    
Extracting Relation between Data based on Clustering and Integration of 

Correlated Attributes 
 

Tadashi Matsumoto† and Atsuo Yoshitaka† 
    

AbstracAbstracAbstracAbstractttt   When a user refers to data which have many attributes, he/she may search 
similar data of a individual attribute. Then, in many cases, he/she pays attention to the 
characteristic attributes that take a typical or rare value, and searches data which are similar 
to referred data. We detect characteristic attributes of individual data from the result of 
clustering, and extract relation between data of a individual attribute. Furthermore, we 
integrate correlated attributes, and extract relation between data of the set of integrated 
attributes. By extracting relation, a user easily refers to similar data of characteristic 
attributes. 
 
 
1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    
データベースの中で必要とするデータを参

照したとき、その参照したデータに類似するデ

ータを探す場合がある。例えば、特定の属性を

キーとして検索を行い、必要とするデータを参

照したとき、キーとした属性以外に、そのデー

タの中で特徴的な値をとる属性があり、その属

性に注目して類似するデータを探すというよ

うな場合が考えられる。このような場合に容易

に類似するデータを参照できるようにするた

めには、データの中で特徴的な値をとる属性を

検出し、その属性について類似するデータへの

関連付けを行うことが必要となる。 
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ここで、属性値の中での特徴的な値とは、属

性の代表的な値と特殊な値を指す。前者は類似

するデータが多い値であり、後者は類似するデ

ータが少ない値である。以後、前者をメジャー

な値、後者をマイナーな値と呼ぶ。メジャーな

値を参照することでそのデータベースでの基

本的な情報を得ることができ、マイナーな値を

参照することで新しい情報を発見することが

できる。よって、データが持つ複数の属性の中

で、これらのメジャーな値をとる属性とマイナ

ーな値をとる属性（以後、メジャーな属性とマ

イナーな属性）が重要な属性であるので、これ

らについてデータの関連付けを行う。 
また、参照したデータの中で特徴的な値をと

る属性が複数ある場合には、それらの個々の属

性について関連するデータを探すという作業

を何度か行うことになる。このとき、それらの

属性の中で関連が強い属性がある場合、参照し

たデータに関連するデータとして提示される

結果が類似する。類似する結果を度々参照する

ことは冗長であるので、関連が強い属性を１つ

の集合として統合する必要がある。 
本研究では、属性ごとにクラスタリングを行

った結果から、データごとにメジャーとマイナ

ーな属性を判断し、その属性について類似する

データを関連付ける。そして、メジャーとマイ

ナーそれぞれについて属性間の関連が強い属

性の統合を行う。本研究で行う統合とは、関連

が強い属性のみを構成要素とする集合を作る

ことである。この属性の集合に対して類似する

データの関連付けを行う。これにより、データ

の中で重要な属性について関連するデータへ

のリンクを張り、参照を容易にする。 
 
2.2.2.2.    関連研究関連研究関連研究関連研究    

[1]では、関連ある属性を統合し、統合した
属性の重要さを考慮して類似するデータを探

すため、主成分分析を用いている。しかし、主

成分分析による属性の統合は、全ての属性に対

して重みを付けその和をとることで行うため、

関連が弱い属性も小さな重みを付けられて統

合される。よって、特定の属性に焦点を絞って

関連する情報を参照することはできない。本研

究では、属性ごとにクラスタリングを行い、関

連が強い属性のみを集合としてまとめること

で統合し、データの関連付けを行う。 
[2], [3]では、複数ある属性の中から重要な属
性を選択する手法を提案している。[2]ではク
ラスタリングを行うアルゴリズムである k 平
均法の反復処理の中に、クラスタ内の分散が最

小になるような特徴を選択するという処理を

加えている。[3]では、ICDアルゴリズム[4]を
用いて属性間の関連とデータ間の距離を求め、

属性間の直接的な関連と間接的な関連を全て

の属性について計算し、他の多くの属性との関

連が弱い属性は除き、関連が強い属性のみを選

択している。しかしこれらの手法は、データ全

体に対して重要な属性を判断しており、個々の

データについてどの属性が重要であるかとい

ことを判断していない。よって、データ全体に

対して重要であると判断した属性と、参照して

いるデータの重要な属性が異なる場合があり、

このような場合にはデータの重要な属性に注

目して関連するデータを参照するということ

ができない。本研究では、データごとにメジャ

ーとマイナーな属性を検出することで、参照し

たデータに対応した重要な属性の選択を行い、

全てのデータについて、データ固有の重要な属

性に注目して関連するデータを参照すること

を可能にする。 
 
3.3.3.3.    データの関連付けデータの関連付けデータの関連付けデータの関連付け    
データの関連付けを行う処理の流れを図 1

に示す。 
まず、属性ごとに値の範囲が異なるため、関

連付けの前処理としてそれぞれの属性につい

て平均が 0、分散が 1となるようにデータを標
準化する。データベース中の m 個のデータを
d1, …, dm、n個の属性を f1, …, fnとする。そし

て、データ di( i = 1, 2, …, m)の属性 fj( j = 1, 2, 
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…, n)に対する値を value( di, fj )とする。そして、
データ di の属性 fj について標準化した値
value’( di, fj )を属性 fjの値の平均μfjと標準偏差

δfjを用いて、式(1)で計算する。 
 

 
 
この標準化したデータに対して以下の3.1～

3.5の処理を行い、関連付けを行う。 
 

3.13.13.13.1    属性ごとのクラスタリング属性ごとのクラスタリング属性ごとのクラスタリング属性ごとのクラスタリング    
一般に用いられるクラスタリングの手法の

1つに k平均法がある。この手法ではクラスタ
数を事前に指定しなければならないので、本研

究では適切なクラスタ数を自動的に決定して

クラスタリングするため、以下の①～⑥の処理

を行う。この処理を全ての属性に対して行う。 
 
① 初期値としてクラスタ数 kを 2とし、クラ
スタの重心を平均±標準偏差とする。 

② クラスタ数 kとして k平均法によりクラス
タリングを行う。 

③ 各クラスタの分散を計算し、その値が閾値

（0.05）より大きいクラスタを検出する。 
④ ③で検出されたクラスタ数を lとしたとき、

lが 0なら処理を終了する。 
⑤ ③で検出された l個のクラスタをそれぞれ

2 つのクラスタに分割し、分割前のクラス
タの平均±標準偏差をクラスタの重心と

する。これにより分割後のクラスタの重心

の数 k’は k+lとなる。 
⑥ クラスタ数 kを k’とした後、②へ戻る。 
 
3.23.23.23.2    属性間の関連の計算属性間の関連の計算属性間の関連の計算属性間の関連の計算    
属性間の関連を計算する。属性 fsと ftの関連

を表す r( fs, ft )は式(2)によって求める。δ’fs ft

は属性 fsと ftの共分散であり、δ’fsとδ’ftはそ

れぞれ属性 fs, ftの値の標準偏差である。前処理
でデータの標準化を行っているので、δ’fs と

δ’ftはともに 1 となっている。r( fs, ft )は、fs

と ftの関係が、傾きが正である比例関係に近い

ときに 1に近い値をとり、傾きが負である比例
関係であるとき‐1に近い値をとる。 fsと ft に
このような関係が見られないときには r( fs, ft )
は 0に近い値をとる。つまり、fsと ftが比例関

係に近いとき｜r( fs, ft )｜が 1に近い値をとり、
そのような関係が無いときには｜r( fs, ft )｜が
0に近い値をとる。よって、この｜r( fs, ft )｜を
属性間の関連の強さとする。 

 
 
 
 

3.33.33.33.3    メジャーとマイナーな属性の判定メジャーとマイナーな属性の判定メジャーとマイナーな属性の判定メジャーとマイナーな属性の判定    
個々のデータに注目し、個々の属性値につい

てのメジャーさを計算する。式(3)によってデ
ータ dxの属性 fjの値のメジャー性major( dx, fj )
を計算する。ここで、属性 fjに対するクラスタ

リングを行った結果生成されたクラスタの中

で、所属データ数が最少のクラスタの所属デー

タ数を nummin( fj )、最大のクラスタの所属デー
タ数を nummax( fj )とする。num( dx, fj )は属性 fj

において dx が所属するクラスタの所属データ

数とする。 
 

 
 
この major( dx, fj )は、所属データ数が最も多
いクラスタにデータ dx が所属するときに最大
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図 1 関連付けの処理の流れ 
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値 1、最も少ないクラスタに所属するときに最
小値‐1をとる。 
全てのデータの個々の属性値についてメジ

ャー性を計算した後、メジャーと判定する閾値

の初期値を 1とし、この閾値を徐々に小さくし
ていく。そして、メジャー性が閾値以上となる

値の数が、値の総数（m×n）の 40%を越えた
時点での閾値を Thmajorとする。マイナーも同様

にして、マイナーとなる値の数が、値の総数の

15％を越えた時点での閾値 Thminorとする。 
 

3.43.43.43.4    属性の統合属性の統合属性の統合属性の統合    
メジャー性と属性間の関連の強さを用いて

dxに対するメジャーな属性の統合、マイナーな

属性の統合を行う。個々の属性 fjに対して以下

の(ⅰ)～(ⅴ)の処理を行い、メジャーな属性を
統合する。ここで、属性間の関連が強いかどう

かを判定するための閾値 Thrは 0.7とする。こ
の値は、式(2)の値の 2 乗が一方の変数の分散
を他方の変数の分散で推定できる割合を表し

[5]、またその割合が約半分となるのが 0.7 で
あるという理由から決定した。 

 
(ⅰ) データ dxの属性 fjの値に対するメジャー

性が閾値Thmajor以上のときメジャーな値と

し、以下の処理でメジャーな属性の統合を

行う。メジャーな値ではない場合は処理を

終了する。 
(ⅱ) 属性 fj について関連が強い属性の集合を

Setmajorと表し、Setmajorの要素を fjのみとす

る。 
(ⅲ) 属性の中で Setmajorに含まれない属性の集

合を Fとする。 
(ⅳ) Fに含まれる属性 fuとSetmajorに含まれる属

性 fvについて式(4)を計算する。 そして、
Setmajorに含まれる全ての属性について、式

(4)が閾値 Thmajor×Thr以上となる属性 fuを

全て見つける。 
(ⅴ) (ⅳ)で見つけた属性の中で、式(4)の値が最
も高くなる属性を Setmajorに加えて(ⅲ)に戻

る。(ⅳ)の条件に該当する属性が存在しな
い場合は属性 fj についての集合を Setmajor

と決定して処理を終了する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 major'( dx, fu )は属性 fuと fvの関連の強さが

Thr 未満の際に、Thmajor との差が小さくなるよ

うに補正したメジャー性である。r' ( fu, fv )は属
性 fuのメジャー性が閾値 Thmajor未満の際に、

Thrと属性間の関連の強さの差が小さくなるよ

う補正した値である。 
 閾値Thmajor以上かつThr以上という条件を満

たす属性のみを統合した場合には、以下の①も

しくは②の条件を満たす属性 fu が統合されな

いため、式(4)～(6)により属性の統合の判定を
行う。 

 
① fu と Setmajor に含まれる属性との関連の強

さは Thrより非常に大きいが、fuの値のメ

ジャー性が Thmajorより僅かに小さい 
② fuの値のメジャー性がThmajorより非常に大

きいが、fuと Setmajorに含まれる属性の関連

の強さが Thrより僅かに小さい 
 
マイナーな属性の統合は、閾値の違いとメジ

ャー性の符号の違いがあるため、(ⅰ)～(ⅴ)の
処理において以下のように変更することで行

う。 
・ 閾値を Thmajorの代わりに Thminorとする 
・ 関連が強い属性の集合「Setmajor」を「Setminor」

( ) rvu Thffr ≥,(a)：
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otherwise

( ) majorux Thfdmajor ≥,(b)： 
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otherwise
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とする 
・  (ⅰ)で「閾値 Thmajor以上」ではなく「閾値

Thminor以下」とする 
・ (ⅳ)で「閾値 Thmajor×Thr以上」ではなく「閾

値 Thminor×Thr以下」とする 
・ 式(6)において条件(b)を条件(b’)とする 

 
 

 
3.53.53.53.5    デデデデ
統合し

タと他の

けを行う

対してデ

のみを説

ては、メ

ける「S
行う。 
注目す

集合 Set
dr( dx, dy

fj )は fjに

(9)は属性
fj )である
てのクラ

ているク

で、dx と
てのデー

る。そし

とする。

それぞれ

短距離の

dis( dx, d
dy, fj )の最
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
この dr( dx, dy , Setmajor )の値が閾値 Thdr以上

であるとき、属性の集合 Setmajor においてデー
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ータ間の関連の強さータ間の関連の強さータ間の関連の強さータ間の関連の強さ    
た属性の集合に対して、注目したデー

データの関連の強さを計算し、関連付

。本節では、メジャーな属性の集合に

ータ間の関連の強さを計算する場合

明する。マイナーな属性の集合につい

ジャーな属性の集合に対する処理にお

etmajor」を「Setminor」に変更することで

るデータ dxと他のデータ dyの属性の

majorに対する関連の強さとして式(7)の
 ,Setmajor)を計算する。式(8)の sim( dx, dy, 
ついての dxと dyの類似度であり、式

fjについての dxと dyの距離 dis( dx, dy, 
。距離 dis( dx, dy, fj )は、属性 fjについ

スタリングの結果、dxと dyが所属し

ラスタ間の距離を計算している。ここ

dyが所属するクラスタに所属する全
タの集合をそれぞれSdx

とSdy
としてい

て、それらの重心を g(Sdx , fj )、g(Sdy , fj )
クラスタ間の距離は、重心間の距離と

のクラスタに所属するデータ間の最

積をとることにより計算している。

y, fj )は必ず 0以上となるので、sim( dx, 
大値は 1、最小値は 0となる。 

タ dxとデータ dyに関連があると判断する。閾

値 Thdrについては、メジャーな属性の集合のと

きは Thmajor×Thrとし、マイナーな属性の集合

のときは| Thminor×Thr |とする。これらは属性
の統合を判定するための式(4)に対する閾値で
あり、これらの閾値以上の属性のみが統合され

ているため、式(7)に用いた| mr ( dx, fj , fj’)|の
平均が必ずこれらの閾値以上となる。よって、

統合した属性の中の多くで dxと dyが同一のク

ラスタにあれば、式(7)の値もこの閾値以上に
なるという理由から、これらの閾値を用いる。 
 
4.4.4.4.    関連の情報の保存関連の情報の保存関連の情報の保存関連の情報の保存    
既存のデータベースに対してデータの関連

付けを行った後、関連の情報（以後、関連情報）

を保存する際に、そのデータベースのデータ構

造を変更してしまうと、そのデータベースに関

するシステム全てを変更しなければならない。

そこで、既存のデータベースを変更せずに関連

情報を保存するため、既存のデータベースとは

別に関連情報データベースを作成する。 
関連情報を関連情報データベースに保存す

るため 4.1～4.4のクラスを用いる。これらの 4
つのクラスにより、関連情報をデータごとに、

そして属性の集合ごとにまとめる。なお、これ

以降ではデータベース中のデータを「データ」

と表し、関連情報データベース中のデータを

「関連情報データ」と表す。 
 
4.14.14.14.1    データポインタクラスデータポインタクラスデータポインタクラスデータポインタクラス    
このクラスのインスタンスはデータベース

中の 1つのデータへのリンクを持ち、さらに関
連情報クラスのインスタンスへのリンクを属

)
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major Set
Set 1=

( ) ( )
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性の集合が作られた数だけ持つことで、データ

ごとに関連の情報を分類する役割を果たして

いる。 
 

4.24.24.24.2    関連情報クラス関連情報クラス関連情報クラス関連情報クラス    
このクラスは、データポインタクラスのイン

スタンスが指すデータに対して複数作られた

属性の集合のうち 1 つについて関連するデー
タをまとめる役割を持っている。 

 
4.34.34.34.3    属性属性属性属性集合クラス集合クラス集合クラス集合クラス    
このクラスのインスタンスは属性の集合と

その集合がメジャーかマイナーかという情報

を保存する。異なるデータであっても属性の統

合を行う際に同じ属性の集合ができることが

あるため、関連情報クラスのインスタンスに属

性の集合の情報を保存するのではなく、この属

性集合クラスに属性の集合の情報を保存する

形をとっている。 
 

4.44.44.44.4    関連データクラス関連データクラス関連データクラス関連データクラス    
    このクラスのインスタンスは 2 つのデータ
の関連の強さを保存するためのものである。こ

のクラスのインスタンスは、データポインタク

ラスと関連情報クラスのインスタンスを通じ

て辿られる。辿ったインスタンスが指すデータ

を dxとし属性の集合を setyとすると、setyに対

して dx に関連するデータの中の１つへのリン

クとそのデータ間の関連の強さを保存する。 
 
4.54.54.54.5    関連情報データの保存例関連情報データの保存例関連情報データの保存例関連情報データの保存例    
これらのクラスを用いて関連の情報を保存

した例を図 2 に示す。図 2 ではメジャーな属
性の集合 set1についてデータ d1に関連するデ

ータとして d3と d4があり、マイナーな属性の

集合 set2についてデータ d1に関連するデータ

として d2と d4がある例を示している。 
dp1は d1を指しているので、d1についての関

連情報をまとめるインスタンスである。dp1は

set1や set2を指す関連情報クラスのインスタン

スへのリンクを持っている。set1を指す関連情
報クラスのインスタンスは、set1 について d1

と関連するデータを保存する関連データクラ

スのインスタンスへのリンクを持っている。こ

れらのリンクの先には、関連の強さ dr1で dp3

が指す d3が関連することを示すインスタンス

や、関連の強さ dr2で dp4が指す d4が関連する

ことを示すインスタンスがある。 
 
5.5.5.5.    実験実験実験実験    
データの個々の属性に注目したときに、関連

する情報を参照できるかどうかを確認するた

めの実験を行った。実験では、本手法によるデ

ータの関連付けと、重要な属性を選択する一般

的な手法である主成分分析による関連付けを

行い、両者の比較を行った。    
 実験に用いたデータは、東京都の各区、市に

ついての構造別着工建築物のデータである。デ

ータの属性として、木造の棟数・床面積の合

計・工事費予定額や、鉄骨鉄筋コンクリート造

の棟数・床面積の合計・工事費予定額などがあ

る。データの例を表 1 に示す。表 1 に示され
ていない属性としては鉄筋コンクリート造な

どがあり、属性数は 15である。また、データ
数は 54である。 

図 2 関連情報データベース 
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5555.1.1.1.1    実験結果実験結果実験結果実験結果    
 本手法による関連付けの例と、主成分分析を

行った関連付けの結果を示す。本実験では、新

宿区のデータに注目して関連付けを行った。 
 本手法により新宿区のデータの中でメジャ

ーな属性を検出したところ、木造の棟数がメジ

ャーな属性であったため、この木造の棟数につ

いて関連するデータの例を示す。本手法では、

木造の棟数・床面積の合計・工事費予定額はメ

ジャーな属性として統合されており、この統合

された属性の集合について、新宿区と関連があ

ると判定されたデータの結果を表 2に示す。表
2より、木造の棟数について新宿区と類似した
データが関連付けられていることがわかる。ま

た、関連付けられたデータは、統合された属性

である木造の床面積の合計や工事費予定額に

ついても新宿区と類似した値をとるデータが

関連付けられていることがわかる。 
 次に、主成分分析によって属性の統合を行っ

た際の関連付けの結果を示す。主成分分析を行

った結果、属性に重みが付けられて統合される

ので、本実験では木造の棟数の重みが最も大き

い主成分１つを用いてクラスタリングを行い、

新宿区と同一のクラスタに所属するデータを

関連付けた。その結果を表 3に示す。この主成
分は、木造の棟数の重みが正の向きに大きく、

また総数の棟数の重みが負の向きの大きくな

っていた。これより、木造の棟数と総数の棟数

が新宿区に類似している江東区や渋谷区が関

連付けられている。さらに、木造の棟数と総数

の棟数という 2 つの属性値の違いが相殺され
てしまうことにより、千代田区や中央区のよう

に木造の棟数と総数の棟数がともに新宿区よ

り小さいというデータも関連付けられている。 
 
5555.2.2.2.2    結果の比較結果の比較結果の比較結果の比較    
 主成分分析による属性の統合により特定の

属性に注目してデータの関連付けを行った場

合では、注目した属性について類似していない

データであっても他の属性の重み付けの影響

により、関連付けられた。しかし、本手法では

注目した属性について類似したデータのみが

関連付けられている。この結果から、個々の属

性に注目した関連付けにおいて本手法が有効

であると言える。 
また、本手法で行った属性の統合により統合

された属性についても注目したデータと関連

付けられているデータが類似しているため、属

性の統合も適切であると考えられる。 
 

6666....    まとめまとめまとめまとめ    
 本研究では、データごとに重要な属性である

メジャーとマイナーな属性を検出し、その中で

も関連が強い属性は統合を行い、その統合した

属性の集合に対してデータの関連付ける手法

表 1 構造別着工建築物のデータの例 

総                数 木                造 鉄骨鉄筋コンクリート造

棟   数 床  面  積 工事費予定額 棟   数 床  面  積 工事費予定額 棟  数 床  面  積 工事費予定額

新 宿 区   834  611  747 15 635  818   376  42  597  812 001   50  269  914 8  169 321

千 代 田 区   201  600 093 15 953  271   6   520  9 560   31  270  954 7  473 990

中 央 区   286  494 002 10 606  085   13   712  13 300   56  255  267 5  694 486

港 区   658 2 763 931 72 204  909   168  24  776  460 491   91 1  818  983 48  876 529

文 京 区   623  284 521 5 604  355   309  39  000  748 267   33  88  128 1  746 560

台 東 区   484  287 261 5 894  485   93  9  722  185 443   40  139  297 2  587 370

墨 田 区   713  273 561 5 128  703   259  25  641  485 064   27  87  423 1  736 000

江 東 区   970 1  094 901 18 992  562   332  37  124  648 096   46  366  021 8  553 353

品 川 区  1  143  461  423 9 198  877   673  75  574 1  472 409   38  105  983 2  010 203

目 黒 区  1  302  400 390 8 302  018   855  104  801 2  036 238   23  54  719 1  377 950

大 田 区  2  753 1  045 333 20 868  729  1  431  162  650 3  054 686   34  168  268 2  937 361

世 田 谷 区  3  763  977 488 19 881  030  2 717  343  244 6  577 300   24  49  429 1  003 832

渋 谷 区   899  481  884 10 559  963   421  56  002 1  081  586   35  132  000 2  705 729・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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を提案した。 
 今後の課題は、メジャーとマイナーの判定を

行う前に、データ自体にメジャーとマイナーな

値が存在するかどうかを判定することである。

データが一様に分布している場合には、クラス

タリングを行った結果、全てのクラスタの所属

データ数がほぼ等しくなるため、メジャーやマ

イナーな値が存在しない。属性がこの状態にな

っているかどうかの判定と、この状態での関連

付けの方法について今後考える必要がある。 
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表 3 主成分分析により新宿区と関連付けられたデータ 

総                数 木                造 鉄骨鉄筋コンクリート造

棟   数 床  面  積 工事費予定額 棟   数 床  面  積 工事費予定額 棟  数 床  面  積 工事費予定額

新 宿 区   834  611  747 15  635 818  376 42 597 812 001  50  269  914 8  169 321

千 代 田 区   201  600 093 15  953 271   6   520  9 560   31  270  954 7  473 990

中 央 区   286  494 002 10  606 085  13  712 13 300  56  255  267 5  694 486

江 東 区   970 1  094 901 18  992 562   332  37 124  648 096   46  366  021 8  553 353

品 川 区  1  143  461  423 9  198 877  673 75 574 1  472 409  38  105  983 2  010 203

目 黒 区  1  302  400 390 8  302 018  855 104 801 2 036 238  23  54  719 1  377 950

渋 谷 区   899  481  884 10  559 963  421 56 002 1  081  586  35  132  000 2  705 729

府 中 市  1  431  316 707 5  751  718 1  027 113 906 2 132 767  8  25  371  388 400

： 重みが大きい属性

： メジャーな属性 

表 2 本手法により新宿区と関連付けられたデータ 

総                数 木                造 鉄骨鉄筋コンクリート造

棟   数 床  面  積 工事費予定額 棟   数 床  面  積 工事費予定額 棟  数 床  面  積 工事費予定額

新 宿 区   834  611  747 15 635 818  376 42  597 812 001  50  269  914 8  169 321

渋 谷 区   899  481  884 10 559 963  421 56  002 1  081  586  35  132  000 2  705 729

豊 島 区   894  328 988 6 718 372   513  57  923 1  089 947   27  80  218 1  676 246
江 東 区   970 1  094 901 18 992 562  332 37  124 648 096  46  366  021 8  553 353

昭 島 市   581  237 035 3 589 190   412  42  289  750 166   5  81  097 1  250 800

国 分 寺 市   723  127 564 2 424 647  568 57  332 1  065 218  2  18  564  320 000

田 無 市   482  102 446 1  856 060  391 40  352 755 026  2   952  21  000

保 谷 市   555  115 262 2 002 322  456 48  837 855 165  1   45  800

狛 江 市   424  90 262 1  451  793   342  36  215  684 864   2   180  4 220

東 大 和 市   594  141  086 2 191  356  479 48  648 875 986  4  35  250  454 000

清 瀬 市   540  104 304 1  471  320  392 40  700 704 324  2  3  158  55 200

東 久 留 米市   685  136 320 2 224 467   572  56  248 1  012 103   5  32  822  512 500

多 摩 市   502  155 397 2 972 832  353 40  956 772 279  7  28  314  574 049

武 蔵 野 市   621  170 408 3 353 741  451 53  421 1  004 152  5  31  465  718 748

E 
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